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目 的

海草コアマモはアマモの近縁種であり，生育水深はア

マモより浅く，干潟域に生育することが可能な唯一の海

草である。繁殖は種子と地下茎で行われるが，特に地下

茎により分布域を拡大する。大潮干潮時には干出したコ

アマモが観察されることから，高温や乾燥などの厳しい

環境条件にも耐える性質を持つ。近年，日本各地の沿

岸域では人工干潟の造成が盛んに行われているが，造成

後に細粒分であるシルト・粘土成分の流出が問題となっ

ている。その対策として海草コアマモに着目した。干潟

上で地下茎を張り巡らせるコアマモの特性を利用するこ

とで，シルト・粘土成分の流出抑制が図れるのではない

かと考えた。これらのことから，本研究では，人工干潟

へのコアマモ場造成法の検討および効果把握を試み，コ

アマモによる干潟のシルト・粘土成分流出抑制技術開発

を行うことを目的とした。

内 容

平成15，16年度に造成した人工干潟上にコアマモを

移植することでコアマモ場を造成した。コアマモ種苗は

立神の天然藻場からハンドグラブ型採泥器で底質ととも

に採取し，現地で金網カゴ（縦×横×深さ：30×

30×10cm）に入れた（図1），カゴの底面には生分解

性のヤシ繊維マットを敷き，底質がこぼれ落ちないよう

にした。人工干潟に実験区を設定し移植した(図2)。実

験区①，②はそれぞれ3m×4mの区画内に54カゴず

つ移植。小実験区①，②は6カゴずつ設置した。移植水

深はDL 0.5からDL 1.0mとした。移植後は，生育数，

生長量，地下茎の生育等の経過を調査するとともに，底

質の粒度組成を春季と秋季に調査した。アクリルコアを

用いて採泥し，表層から12cmまでの粒度組成を調べ

た。粒度変化の基礎的な知見を集積することを目的とし

た。

結 果

8月19日に人工干潟上へコアマモ移植によるコアマ

モ場造成を行った。作業はダイバー2名，操船者1名，

操船支援1名，船上作業員2名により行い，5時間程度

で終了した。

その後は12月と2月に実施した。移植後の9 10月に

は移植海域に台風が2つ襲来したが，9月の観察時には

コアマモの生育状況は良好であった。その後の生残，成

長では，実験区①および小実験区①では生残は見られる
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図１ コアマモ種苗とカゴ 図２ 移植図面
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考 察

人工干潟は底質が柔らかいため，移植に際して種苗カ

ゴを埋める作業は行わず海底に設置するのみとしたが，

台風通過後にカゴの位置がずれたものはわずかで転倒は

なかった。英虞湾のような閉鎖性内湾では波浪の影響が

それほど大きくない。他海域でコアマモ造成するために

は，その環境に合わせて，カゴの埋設，固定などの検討

が必要と思われる。

移植コアマモの生残率では実験区①と②で相違が見ら

れた。現時点では生存率を左右する要因は明らかになっ

ていない。ここで，造成地の環境について検討すると，

底質の粒度組成には違いが見られる。実験区①は干潟造

成後1年以上経過した後に移植している。実験区②は干

潟造成後4ヵ月後の早い段階で移植している。生残率の

高い実験区②の周辺にはコアマモが自生し群落を形成し

つつあるが実験区①の周辺ではそのようなことはない。

これらの状況から，移植または生育初期の底質環境はそ

の後の生育に何らかの影響を与えていることが示唆され

た。現時点では，底質粒度の検討のみである。今後はそ

の他の要因も含めた検討を行い，生存率の向上を図る必

要がある。

今後の研究計画

移植コアマモの成長衰退について，引き続きモニタリ

ングを行う。細粒分の流出抑制効果について検討するた

め，次年度は底質の定期的なモニタリングを行う。コア

マモ種苗確保のための検討を行う。


